
新宿NPO協働推進センター 広報誌 

NPO POP NEWS 略して『Npop’n』！  

新宿NPO協働推進センターから、社会貢献活動に関連したポップな話題をお伝えします！ 
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えぬぽっぷん  

高橋氏（ジャパンギビ
ング） 

 

◆ファンドレイジング講座 

講師：高橋 麻子氏（一般財団法人ジャパンギビング 事務局次長） 

 NPOの活動資金の財源には、会費・寄附金・事業収入・助成金・補助金等
の返済が不要なものや、融資等の返済が必要なものなどがあります。ファン
ドレイジングとは、このNPOが活動する為の資金を個人、法人、政府などか
ら集める行為の総称のことを言います。 
 ファンドレイジングを行う上で大切なことは、①団体が実現したい状態を
目標として明確にする ②組織の現在の長所をどう活かし、短所をどう補う
か検討する ③社会的な要請・趨勢（すうせい）などのチャンスとリスクは
どこにあるかを冷静に見極めた上で、何のために活動をしているのかを振り
返る ④団体の特徴、強みを全スタッフの間で共有することなどです。また3
年から5年の中期的な展望を立て、随時、見直していく必要があります。  
 上記に沿って、組織の在り方、事業の展開の仕方を見通すと、どのような

財源を実際にどう集めるのが効果的であるかが見えてきます。 
 資金調達の有効な手段である寄附は誰にでもできる、社会課題解決に対し
ての意思表示の一つです。寄附者は遺贈寄附者、企業協賛や個人の大口寄附
者、マンスリーサポーター（毎月寄附者）、寄付を継続的に行ってくれるリ
ピーターの方、一回のみの寄附をしてくれる方まで、様々な層があります。
寄附をしていない人も「潜在的寄附者」として捉え、それぞれの層の寄附者
を大切にすると同時により上の段階へ導くために、寄附者に対して感謝・報
告するだけでなく、団体の活動の評価を充実させる必要があります。 
（右図1．ドナーピラミッド参照） 
 最近では、活動報告よりも社会的課題の解決にどれだけ 

近づけたかを問う「ソーシャル・インパクト」（社会的効 
果）が重視されるようになってきました。それぞれの団体 
支援者に向けての発信方法や内容は異なり、その選択が、 
ファンドレイジングの計画と戦略になっていきます。 
 社会課題の所在と解決方法を発信し、共感により理解者 
と協力者の輪を広げ、集めた資源を獲得して、社会課題の 
解決を促進する――そのプロセス全体がファンドレイジン 
グであり、NPOの活動にとって重要なものと言えるでしょう。 

講座の様子 

図1．ドナーピラミッド 

遺贈 

寄附者 

大口寄附者 

マンスリーサポーター 

リピートしてくれた寄附者 

一回目の寄附者 

潜在的寄附者 

人  数 

関
与
度
（
支
援
度
） 



  

2 

◆助成金講座 

講師：奥田 裕之氏（認定NPO法人まちぽっと 事務局長） 

奥田氏（まちぽっと） 

 

桝田氏（READYFOR） 

 NPOの財源は、自己財源（会費、寄附金、事業収入）と他者財源（助成金、
補助金、借入金、委託金）の大きく分けて二つがあります。  
 事業収入の中には、本来事業（目的達成のための事業）と非本来事業（活
動の収入を得るための事業等）があり、事業を安定させるために非本来事業
にあまり多くの時間と労力を割いてしまわないよう注意が必要となります。 
 また、資金調達は団体の活動や時期に応じて適切な方法を選択する必要が
あります。①設立時期（事業を始めるために必要な費用）②継続期（事業を
安定的に継続維持するために必要な費用）③発展期（新たな事業展開や規模
の拡大に必要な費用）など、段階に応じた資金調達が必要になります。  
 助成金とは政府や民間等がそれぞれの目的で提供する返済の必要がない資
金のことです。一言で助成金と言っても様々な種類や特徴があります。例え
ば、①地域別の助成金 ②分野別の助成金 ③団体の活動段階を限定した助成
金 ④基盤強化を対象とした助成金などがあります。 
 本講座では助成金に応募することを想定して申請書を記入するワーク
ショップも行いました。ここでは、助成団体にとって必要な情報が書かれて
いる事が審査の第一条件となります。選考の視点としては、①お金を提供す
る事で助成団体の目的が達成されるか ②お金を提供する事で、助成団体の
事業は発展するのか ③なぜその事業が必要で具体的に何を行うのか、事業
を行うことで団体や社会はどうなるのか、といった事が書かれていることが
必要となります。 
 講義やワークショップを通して、活動に適した助成申請を行う事が重要で
あると実感する講座となりました。 

◆クラウドファンディング講座 

講師：桝田 乃梨子氏（READYFOR株式会社 キュレーター） 
 クラウドファンディングは、主にインターネットを利用して不特定多数の
一般大衆から少額ずつ資金調達を行う方法で、個人のメディア力の高まりと
ともに日本でも普及してきています。資金調達者の思いが直接広範囲に伝わ
るとともに、不特定多数のニーズを把握できることがメリットです。 
 クラウドファンディングには、寄附型／投資型／購入型という種類※1や、
All or Nothing型／All In型という資金受取方法※2があり、クラウドファン
ディングサービス会社がプラットフォームという資金調達者と支援者をつな
ぐ仕組みの中で、資金調達者の思いに合った組合せを提案しています。 
 一般大衆から資金を調達するためには、まず「共感」を集める事が非常に
重要であり、ストーリー／目標金額／リターン／応援コメント／新着情報と
いう５つのポイントをしっかり押さえていく必要があります。 
 資金調達を伝えるホームページでは以下のポイントが重要です。 
 ①タイトルは簡潔に「どこで」「何を」するという具体的なものにする 
 ②リターンは支援者自身が関わった実感を得られるような参加型にする 
 ③自分が誰か、どんな人物かがわかる写真を掲載して支援者に信頼して 
  もらえるようにする 
 また、目標達成のためには募集期間中の継続的な情報発信活動や支援者と
の丁寧なコミュニケーションを保つことが非常に大切です。情報発信活動の
際にも文章・言葉の一つ一つで支援の状況が変わってしまうため、「プロ
ジェクトへの熱い思い」を伝えるとともに「活動への必死さを見せる」こと
が重要です。 
 本講座では実際にクラウドファンディングで資金調達することを想定し 
て出席者にタイトルと活動への思いを記入・発表してもらうワークショップ
を行い、参加者の興味・積極的姿勢がうかがわれた講座となりました。 

ワークショップの様子 

 

ワークショップの様子 

※1 クラウドファンディングの種類  
寄附型：寄附をしてもらうタイプでリターンなし 
投資型：金銭や株式をリターンとするタイプ 
購入型：商品やサービスをリターンとするタイプ 

※2 資金受取方法 
All or Nothing型：募集期間中に目標金額に到達しなかった場合、
集まった資金は受け取れず、支援者に返金されるタイプ 
All In型：募集期間中に目標金額に到達しなくても、集まった資
金を受け取ることができるタイプ 

ます だ 
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✤当センター利用団体を紹介します✤ 
《 NPO法人全国福祉未来ネットワーク 》 

2017年８月10日（木）18時45分～20時45分 当センターで行われる「市民とNPOの交流
サロン」にご登壇いただきます。関心のある方は是非ご参加ください。 

  問合せ：新宿NPOネットワーク協議会 
【電 話】03-5206-6527  
【MAIL】hiroba@s-nponet.net 

場 所：当センター4階 401会議室 
語り手：NPO法人全国福祉未来ネットワーク 
参加費：1,000円 

イベント情報は各団体のＨＰ等より入手して掲載しております。お問合せは各団体にお願いいたします。 

新宿区民活動支援サイト“キラミラネット”をご利用ください 

 新宿区を拠点に行われている地域活動や社会貢献活動、

趣味、サークル活動など、身近な地域活動の情報を一堂に

集め、発信するWEBサイトです。現在、WEB会員を募集してい

ます。（登録料は無料です） 

URL：http://shinjuku.genki365.net/ 

問合せ：新宿区地域振興部地域コミュニティ課 

【電話】 03-5273-3872 

【FAX】 03-3209-7455 

＜イベント情報掲載募集＞ 

◆対象期間：2017年9月1日（金）～9月30日（土） 

◆募集締切：2017年8月3日（木） 

◆対象団体：当センター登録団体、一般利用団体 

◆掲載件数：最大7件（1団体1件まで掲載できます。応

募が多い場合は、当センターまたは新宿区内のイベン

ト・登録団体のイベントを優先させていただきます。）  

◆申込方法：タイトル、日時、場所、参加費、問合せ先

を、新宿NPO協働推進センターまで、FAX又はメールに

てご連絡ください。 

 私たちの前には、解決しなければならない社会問題が多く存在しています。その解決のため、
ひとりひとりの立場に立ち、社会全体の福祉を総合的かつ多角的視点から捉えて、行動していく
必要があると思います。 
 子ども虐待防止・障害者雇用・高齢者支援・復興支援などを行っている他団体との連携を図り、
「行動すること」を通して、未来に向けてソーシャル・アクションを起こしていきます。 

新宿NPOネットワーク協議会 

「応援ひろば～グラウンドゴルフ」 

日時：2017年8月6日、20日（日） 10:00～12:00 

場所：新宿NPO協働推進センター グランド 

    （新宿区高田馬場4-36-12）  

参加費：500円  

問合せ：新宿NPOネットワーク協議会 

【電話】 03-5206-6527 

【MAIL】 hiroba@s-nponet.net 

*雨天の場合は中止といたします。 

新宿区ウオーキング協会  

第150回例会 

「早朝の都心で緑陰ウオーク、 

ウォーミングアップはラジオ体操！約7ｋｍ」 

日時：2017年8月5日（土）  6:30ラジオ体操  受付 6:40～７:00 

集合：新宿中央公園・水の広場 (最寄駅：大江戸線「都庁前駅」） 

参加費：一般400円、会員無料 

問合せ：新宿区ウオーキング協会 

【電話】 090-3217-4109 

【FAX】 03-3208-3531 

建築ネットワークセンター 

2017年度 マンション連続講座 3回目 

 「給排水管の更新更生工事」 

日時：2017年8月19日（土） 13:30～16:00 

場所：建築ネットワークセンター事務所 

    (JR大久保駅より徒歩3分）   

参加費：1回1,000円 

問合せ：建築ネットワークセンター 

【電話】 03-5386-0608  【FAX】 03-5386-1065 

【MAIL】 kenchiku@d2.dion.ne.jp 

東京都中途失聴・難聴者協会 

8月例会 講演会「仲間に出会える場所、 

コミュニケーションが広がる手話」 

日時：2017年8月27日（日） 13:30～16:00 受付13:00～ 

場所：東京都障害者福祉会館2階 B1･B2 

    （JR田町駅より徒歩5分） 

参加費：一般500円、会員無料 

問合せ：東京都中途失聴・難聴者協会 

【電話】 03-5919-2421  【FAX】 03-5919-2563 

【MAIL】 info@tonancyo.org 
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★参加希望の方は、電話、FAX、メールにて、センターへご連絡下さい。（下記問合せ先） 
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新宿NPO 
協働推進センター 

★参加希望の方は、電話、FAX、メールにて、センターへご連絡下さい。（下記問合せ先） 

【ワークショップ講座】  

～達人に聞く 目的に応じたワークショップ～ 

  最近、「ワークショップ」という言葉をよく耳にします。NPOでも様々なワークショップを実施してい 

 ますが、うまく進められなかったな～、なんていう事がありませんか？ 年間180回以上のワークショップ 

 を手掛けている、ワークショップの達人を講師にお迎えして、ワークショップの種類、コツ、ポイント、 

 注意点などについてお話を伺います。 

【日 時】８月１日（火） 18:45～20:45 

【内 容】・種類や目的 ・事例紹介 ・上達のポイントやコツ ・使い方や注意点 など 

【講 師】小笠原 祐司氏 （NPO法人bond place 代表理事） 

【会 場】当センター 501会議室 

【参加費】1,000円 

    

  【NPO法人の会計講座】 
  NPO法人は、事業報告、会計報告の義務があります。この講座では、会計の仕組みを知るところから始ま 

 り、バランスシートの作成、そして決算までを丁寧にわかりやすく解説していただきます。解説後、その場 

 で演習問題を解き、知識を定着できる講座になっています。 

【日 時】8月22日（火）、25日（金）、29日（火）、9月1日（金） 18:45～20:45（各回とも） 

【内 容】8月22日：『ＮＰＯ法人の会計の仕組みを知ろう』 

     8月25日：『ＮＰＯ法人の簡単なバランスシートを作ってみよう』 

     8月29日：『ＮＰＯ法人の決算のやり方をマスターしよう』 

     9月  1日：『ＮＰＯ法人の決算書を作ってみよう』 

【講 師】田中 義幸氏 （NPO法人日本公会計支援協会 理事長 公認会計士 税理士） 

【会 場】当センター 501会議室 

【参加費】4,000円 （各回 1,000円）※4回連続受講をお勧めします。 

 ◆演習問題がありますので、電卓をご持参ください。 

     

 


